
 

 

 

RdF の熱流束センサ Model 27160 は差動サーモ 

パイルです。校正されたポリイミド膜を通過する熱は

その両側にわずかな温度差を生じさせます（参照 

“熱インピーダンス特性”）。 信号は、温度差とサー

モパイル接点の数に比例します。 

 

 

特長 
■ 低熱インピーダンス：0.007℉・BTU/(ft2・ｈｒ) 

■ 高感度：2.6μV/BTU/(ft2・hr) 

■ 高速応答：0.13 sec 

■ 温度範囲：-300 to +300℉ (-184 to 148℃) 

■ 厚み：0.007 in. ( 0.18 mm) 

応用範囲 
■ HVAC 

■ 医用 

■ 構造分析 

■ 機器分析 

■ 安全管理 
 

 

RdF の新しい低価格なプレーナー型熱流束センサは 

すべてのモード、対流・伝導・放射による熱流束の 

出入りをリニアでインタチェンジャブルな mV 出力を

可能にしました。出力極性は、150℃までの測定熱 

流束の合計実測値の方向で決まります。 

全体の特長としては、互換性のある mV 出力とラミ 

ネートや表面装着のための適切なシール構造があ 

げられます。エッジコネクタの半田付けが可能です。

接着材バッキングやアドレサブルな広範囲センサ 

アレイも可能です。 

温度変化が検知される前の熱流束変化に対応するこ

とにより、温度コントロールを向上させることができ

ます。建物のコントロールシステムは、太陽や風の負

荷に対するリアルタイムの対応を追加できることに

なります。 

RdF のMicro-Foil熱流束センサは、真の iso-thermal

特性をその特長とします。極薄構造（低熱抵抗）によ

り、熱損失は最低に維持され、高精密な読取が確保さ

れます。mV 或いは mV 出力は、センサーの厚みを通過

する熱流束に比例します。その感度は、センサー内の

断熱材の厚さと熱電対接点の数によりコントロール

されます。 

 
性能仕様 
温度範囲 ：-300 to +300℉ (-184 to 148℃) 

熱流範囲 ：30,000BTU/(ft2・hr) 
ヒートシンク表面 100℉ 以下 

公称感度 ：9.36mV/BTU/(ft2・sec) 
 

 
公  称  感  度  ：0.6 seconds 
公称熱インピーダンス：0.01℉/BTU/(ft2・ｈｒ) 

公称熱キャパシタンス：０．０２ＢＴＵ/（ｆｔ２・℃） 
 

 

 
 



 
 

Micro-Foil 熱流束センサは、簡単な部品で熱流束 

の測定に使われます。このセンサのユニークな処は、

非常に薄いことで、熱流に対して最小の影響しか 

与えません。特別な配線、基準接点また特別な信号 

処理など必要としません。この部品を使った測定の 

精度は、適切な装着と、対流のような厳しい熱条件 

に対すると同様、センサを周囲材料に対して十分 

適切な組合せを行える能力とにより最適化されます。

装着の容易さは、このセンサの応用範囲を殆ど無限に 
広げます。薄くフレキシブルなセンサは、平面でも曲 
 

面でも装着、通常の接着剤やエポキシで恒久貼り付け 
ができます。設置の後は、簡便な直読 mV 指示計にリ 
ード線を接続すれば、熱流束の精密な測定値が得られ 
ます。 
RdF 最新の Model 27160 熱流束センサ最大の利点は、

21 枚のセンサを連結できることです。整っていない 

大面積の平均熱流束の測定を、アレイまたはグルー 

プに組み合わせて測定することができます。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 


